
風
信

　
　
　
　
　
　
一
、

　
南
高
来
郡
三
会
村（
現
島
原
市
）は
、
島
原
城
の
北
隣
に
あ
る
地
方
で
土
地
の
人
達

は
北
目
と
言
う
。
古
く
か
ら
城
下
町
を
境
に
有
明
海
に
面
し
た
北
部
を
北き
た

目め

、
南
部

を
南み
な
み

目め

と
言
い
慣
わ
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
天
草
の
乱
の
発
端
は
南
目
の
有
馬
か

ら
起
こ
り
、
主
戦
場
に
な
っ
た
の
は
南
有
馬
の
原
城
で
あ
る
。
従
っ
て
私
た
ち
の
目

は
南
目
に
む
け
が
ち
で
あ
り
、
北
目
に
は
一
揆
勢
は
い
な
か
っ
た
。
と
、
私
は
思
い

こ
ん
で
い
た
。

　
こ
の
思
い
こ
み
を
覆
す
よ
う
な
こ
と
が「
寛
永
平
塞
録
」に
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

今
回
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
事
に
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
、
伝
曰

0

0

と
注
釈

が
つ
い
て
い
る
の
で
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

・
寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）十
一
月
十
一
日
、
年
貢
米
を
収
め
て
い
た
北
目
の
三
会

村
の
米
倉
か
ら
、
城
中
の
侍
を
含
め
四
百
人
の

手
勢
が
、
七
〇
〇
俵
を
城
中
へ
運
び
込
ん
だ
。

同
日
ま
た
同
じ
三
会
村
・
杉
谷
の
倉
か
ら
も
、

武
装
し
た
手
勢
四
百
人
が
押
し
か
け
、
米
一
〇

斛こ
く

を
運
ん
で
い
る
。
こ
の
動
き
を
一
揆
衆
は
見

て
い
た
が
じ
っ
と
静
観
し
て
い
た
。
さ
て
は
、

こ
ち
ら
の
物
々
し
さ
に
怖
じ
気
づ
い
た
か
と
、

安
心
し
き
っ
た
藩
兵
達
は
、
翌
日
も
残
っ
た
米

を
残
ら
ず
運
び
込
も
う
と
、
杉
谷
倉
へ
城
の
手

勢
四
〇
〇
人
を
繰
り
出
し
た
。

　
こ
の
時
、
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
一
揆
勢
が

急
襲
、
四
方
か
ら
鉄
砲
を
撃
ち
か
け
た
。
城
の

手
勢
は
必
死
で
防
戦
に
努
め
た
が
、
侍
五
人
が

討
死
し
、
残
る
者
は
武
具
を
脱
ぎ
捨
て
、
馬
具

を
置
き
去
り
に
し
て
、
裸
で
城
へ
逃
げ
帰
っ
た
。
一
揆
勢
は
残
さ
れ
た
武
具
や
馬

具
を
拾
い
、
米
も
こ
と
ご
と
く
奪
い
取
っ
て
い
る
。

・
其
の
後
、
期
日
は
定
か
で
な
い
が
、
城
中
へ
密
か
に
忍
び
込
ん
だ
一
揆
勢
の
百
姓

衆
が
、
鉄
砲
の
玉
薬（
火
薬
）を
盗
み
出
し
、
城
の
石
火
矢（
大
砲
）の
狭
間
か
ら
落

と
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
と
が
ば
れ
て
、
城
で
は
一
揆
勢
の
百
姓
二
〇
〇
人
を
召
取

り
打
ち
首
に
し
、
更
に
獄
門
に
さ
ら
し
て
い
る
。

　
幕
府
鎮
圧
軍
の
総
指
揮
官
・
板
倉
内
膳
守
重
昌
が
、
原
城
の
総
攻
撃
を
強
行
し
た

の
は
翌
寛
永
十
五
年
一
月
元
旦
で
、
重
昌
は
こ
の
時
、
原
城
で
戦
死
し
て
い
る
。
三

会
村
一
揆
勢
の
ゲ
リ
ラ
戦
は
、
こ
れ
よ
り
約
一
ヵ
月
半
前
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
三
会
村
に
つ
い
て「
一
揆
村
…
」と
、「
平
塞
録
」は
、
こ
の
村
を
決
め
つ

け
て
い
る
。

　「
島
原
の
歴
史
・
藩
制
編
」と
い
う
郷
土
史
の
中
か
ら
、
三
会
村
二
六
二
六
人
中

一
四
二
四
人
が
一
揆
に
参
加
し
た
、
と
い
う
数
字
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
島
原

城
お
膝
元
の
城
下
町
に
一
揆
勢
が
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
城
下
町
周
辺
の
千
本
木

か
ら
杉
谷
、
三
会
村
に
か
け
て
も
一
揆
勢
の
拠
点
が
点
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
私
は
想
像
す
る
。

　
　
　
　
　
　
二
、

　
島
原
城
資
料
館
の
専
門
員
で
郷
土
史
家
で
も
あ
ら
れ
る
松
尾
卓
次
氏
か
ら「
北
目

で
は
三
会
村
が
一
揆
勢
の
北
限
で
し
ょ
う
」と
い
う
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら

に
、「
平
塞
録
」に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
三
会
村
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、「
島

原
藩
の
史
料
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
有
り
ま
す
。」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
島
原
市
の
松
平
文
庫
や
、
資
料
館
を
訪
れ
て
み
た
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
三
、

寛
永
平
塞
録
　
こ
の
本
の
原
著
は「
明
和
七
年（
一
七
六
七
）細
川
藩
の
文
学
者
・
池

辺
蘭
陵
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。」と
、
翻
刻
者
の
福
田
八
郎
先
生
は
、
あ
と
が
き

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
異
本
も
多
い
と
の
こ
と
。
な
お
、
福
田
先
生
は
名
倉
氏
筆

写
の
天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）本
を
底
本
に
し
て
お
ら
れ
る
。
翻
刻
本
の
奥
付
に

は
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
十
二
日
発
行
、
印
刷
所（
旧
南
高
来
郡
加
津
佐
町
）シ
ロ

カ
ワ
印
刷
と
あ
る
。

島
原
の
歴
史
・
藩
制
編
　
島
原
市
役
所
が
編
纂
し
、
昭
和
四
七
年（
一
九
七
二
）刊
行
、

印
刷
は
島
原
新
聞
社
。
も
う
一
分
冊
に
自
治
制
編
が
あ
る
。

�

（
純
心
大
学
長
崎
学
友
の
会
　
会
員
）

　
七
月
と
い
え
ば
二
十
三
日
の
夜
よ
り
二
十
四
日
に
か
け
て
飯い

香か
の

浦う
ら
の
地
蔵
盆
が
あ
る
。

こ
の
日
は
御
佛
前
に
飾
り
ソ
ー
メ
ン
が
供
え
ら
れ
る
。
昔
こ
の
地
は
茂
木
村
と
共
に
島

原
有
馬
氏
が
支
配
し
て
い
た
の
で
、
有
馬
氏
が
キ
リ
シ
タ
ン
よ
り
佛
教
に
転
じ
た
頃
、
長

崎
大
音
寺（
浄
土
宗
）の
開
山
伝
誉
上
人
の
布
教
に
よ
っ
て
此
の
地
に
御
地
蔵
様
が
祀
ら

れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
寛
永
十
年（
一
六
三
四
）で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
村
に
は
二
つ
の
地
蔵
堂
が
日
吉
の
丘
の
上
に
あ
る
。
上
は
太
田
尾
地
区
の

人
々
が
、
下
の
地
蔵
堂
は
浦
地
区
の
人
々
が
祀
っ
て
お
ら
れ
る
。
盆
の
供
物
に
ソ
ー
メ
ン
が

あ
げ
ら
れ
る
の
は
京
都
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
供
物
の
ソ
ー
メ
ン
は
、
出
き
た
て
の

ま
だ
乾
燥
し
て
い
な
い
生な
ま

　か
わ乾
き
の
も
の
を
、
二
十
三
日
の
朝
早
く
よ
り
、
部
屋
の
戸
を
締

切
っ
て
風
を
断
ち
、
大
き
な
ソ
ー
メ
ン
飾
り
の
組
み
物
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
し
て
其
の
日
の

夕
方
、
出
来
あ
が
っ
た
大
き
な
ソ
ー
メ
ン
飾
り
を
村
の
若
い
人
達
が
担
い
で
、
双か

　ね盤
の
音
に

合
せ
提
灯
を
先
達
に
日
吉
の
丘
の
地
蔵
堂
に
登
っ
て
ゆ
く
。私
は
之
の
風
が
す
き
な
の
で
す
。

　
地
蔵
堂
で
は
初
夜
、
中
夜
、
後
夜
と
夜
の
明
け
る
ま
で
鉦
の
音
に
合
わ
せ
た
百
万

遍
の
念
佛
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
数
年
前
、
私
は
飯
香
浦
の
故
峰
末
雄
先
生
よ
り

「
こ
の
最
後
の
送
り
鉦
・
ド
ゥ
イ
・
ド
イ
の
鉦
の
調
子
が
長
崎
の
精
霊
流
し
の
鉦
の

音ね

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」と
教
え
て
戴
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
し
て
私
達
は
其
の
翌
二
十
四
日
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
お
供
え
の
ソ
ー
メ
ン
や
飯
香
浦

名
物
の「
ふ
く
れ
饅
頭
・
人
形
薯い
も

」を
お
い
し
く
戴
い
た
思
い
出
が
あ
る
。
今
、
こ
の「
地

蔵
盆
の
行
事
」は
長
崎
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

三
三
六
号
　
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
日

島
原
・
天
草
一
揆
余
話

　
　
　
　
三み

会え

村
一
揆
衆
　
松
倉
藩
に
抵
抗

　
　
　
　
原
城
攻
防
戦
の
前
　
す
で
に
藩
兵
と
ゲ
リ
ラ
戦
を
始
め
て
い
た

○
六
月
十
五
日
・
午
前
十
一
時
よ
り
長
崎
清
水
寺
秘
佛
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
御
開
帳
の

式
典
が
あ
っ
た
。
今
回
の
特
別
御
開
帳
は
、
平
成
十
六
年
以
来
す
す
め
ら
れ
て
き
た
文

化
財
指
定
の
本
堂
及
び
周
辺
の
保
存
整
備
完
成
の
式
典
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
秘

佛
の
御
本
尊
は
元
和
九
年（
一
六
二
三
）本
寺
の
開
山
慶
順
上
人
が
京
都
清
水
寺
光
乗
院

よ
り
拝
受
さ
れ
長
崎
に
護
持
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
、
ま
た
本
寺
の
本
堂
は
国
宝
崇
福
寺

建
立
に
多
大
の
協
力
を
行
っ
た
何
高
財
父
子
が
寛
文
六
年（
一
六
六
八
）の
造
営
に
参
加

し
た
事
も
あ
っ
て
本
堂
の
様
式
に
は
明
末
清
初
黄
檗
天
竺
様
式
と
称
さ
れ
て
い
る
技
法

や
中
国
の
建
材（
広
葉
杉
）が
使
用
さ
れ
る
等
、
国
宝
崇
福
寺
建
造
物
を
思
わ
せ
る
も
の

が
多
々
見
つ
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

○
七
月
二
日（
金
）「
長
崎
県
立
図
書
館
改
装
新
設
の
企
画
が
あ
る
」と
い
う
の
で
、
大
村
市

よ
り「
新
設
の
県
立
図
書
館
は
是
非
大
村
市
へ
」と
の
意
見
書
が
大
村
市
よ
り
長
崎
県
に

提
出
さ
れ
た
と
情
報
が
あ
り
、
本
会
で
は
宮
川
雅
一
理
事
や
国
文
協
田
中
副
会
長
を
中

心
に「
長
崎
県
立
図
書
館
の
県
都
で
の
再
整
備
を
考
え
る
会
」の
会
合
が
あ
り
三
十
数
団

体
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
た
。

○
八
月
に
入
る
と
長
崎
の
行
事
は
多
忙
で
あ
る
。
八
月
一
日
は
お
盆
の
入
り
で
初
盆
の
家

は
此
の
日
よ
り
門か
ど

提
灯
を
軒
に
下
げ
る
。
九
日
は
原
爆
忌
。
十
三
日
よ
り
盆
供
養
。

十
五
日
精
霊
流
し
。
十
六
日
は
地
獄
の
釜
の
蓋
が
あ
き
、
光
源
寺「
あ
め
や
の
幽
霊
」が

出
て
こ
ら
れ
る
。

○
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
よ
り
日
ポ
修
好
一
五
〇
周
年
記
念
と
し
て
帆
船
ザ
グ
レ
ス

号
が
八
月
三
日
入
港
・
五
〜
七
日
は
一
般
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
御
出
か
け
下
さ

い
と
の
事
。

○
今
月
は
次
の
本
の
御
寄
贈
を
う
け
ま
し
た
。

　
若
木
太
一
先
生
よ
り
、
長
崎
聖
堂
文
庫
の
享
保
元
年
の「
向
井
元
伐
日
記
」、
文
政
天
保

年
間
の「
向
井
閑
斎
日
乗
」の
翻
刻
と
并
せ
て
若
木
先
生
の「
長
崎
聖
堂
略
史
」、
藪
田
貫

先
生
の「
聖
堂
と
学
校
…
」吉
川
潤
先
生
の「
聖
堂
と
奉
行
」、
其
の
他
の
論
考
が
集
録
さ

れ
て
い
る
関
西
大
学
出
版
部
発
行
の『
長
崎
聖
堂
祭
酒
日
記
』を
戴
い
た
。
長
崎
聖
堂
関

係
の
資
料
に
よ
り
同
大
学
の
故
大
庭
脩
教
授
の「
聖
堂
文
書
研
究
」に
次
ぐ
名
著
で
あ
っ

た
。そ
し
て
長
崎
の
文
化
を
大
い
に
紹
介
し
て
戴
き
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
。（
定
価
四
、

〇
〇
〇
円
）

○
現
在
の「
長
崎
く
ん
ち
」を
確
実
に
書
き
尽
く
さ
れ
て
い

る
の
が
先
月
土
肥
原
弘
久
氏
が
発
刊
さ
れ
た『
長
崎
く
ん

ち
に
つ
い
て
』で
あ
る
。
非
売
品
の
由
、
市
立
図
書
館
に

も
寄
贈
さ
れ
て
い
る
の
で
お
読
み
下
さ
い
と
の
事
。

　
太
田
　
哲
朗

現在の原城

長
崎
百
話
　（
其
の
一
）�

越
中
　
哲
也


